
 

 

長かった COVID-19のピークは過ぎつつありますが、皆様はいかがお過ごしでしょ

うか？ 

 

 これまで全国の肺胞蛋白症（PAP）の患者様、ご家族様を対象に、大阪と東京で

交互に年 1回肺胞蛋白症勉強会が開催されてきました。本院に通院中のほとんどの

患者様、ご家族様には 2 年に 1 回、大阪開催の勉強会にしか参加する機会がなく、

この勉強会にも参加のご都合がつかない場合もあったかと思います。このような現

状の中、肺胞蛋白症（PAP）について新たな情報を習得する機会を増やして欲しい

とのご要望を頂き、この度、主に当院の患者様、ご家族様を対象として、第 1回近

中 PAPセミナーをWeb形式で開催することになりました。皆様、奮ってご参加下

さいますようお願い致します。当日は、質問の時間を設けておりますが限られた時

間となりますので、事前にメールでご連絡をお願い致します。今回は、Web形式の

みの開催となりますが、今後は会場を設け対面形式の開催も検討しておりますので

本セミナーの今後にもご期待下さいますようお願い致します。 

 

国立病院機構 近畿中央呼吸器センター 臨床研究センター長 新井 徹 

 

日 時：2023 年 10 月 14 日(土)、14:00〜15:30 

参 加：患者様、ご家族様、医療関係者等 

参加費：無料 

配信方式：Zoom（注意：当日病院にお越しいただいても参加はできません） 

主催：国立病院機構 近畿中央呼吸器センター 

 

ご参加希望の方は、当セミナー事務局に下記の連絡事項*をメールにてご連絡くだ

さい。こちらから確認のメール等をお送りさせていただきます。 

 

事務局アドレス：409-kchpap@mail.hosp.go.jp 

*連絡事項：お名前 (匿名可)、参加される方：患者様、ご家族、医療関係者、その他

（具体的に）、参加人数、セミナーでの質問事項 

 

申し込み期限：2023年 9月末日 



 

（当日会場参加はありません。ご注意ください） 

 

14 : 00 – 14 : 05 開会の挨拶 

国立病院機構 近畿中央呼吸器センター   新井 徹 

  

14 : 05 – 14 : 15 肺胞蛋白症とは？ 

国立病院機構 近畿中央呼吸器センター   竹内 奈緒子 

 

14 : 15 – 14 : 25 肺胞蛋白症の経過、合併症 

国立病院機構 近畿中央呼吸器センター   小林 岳彦 

 

14 : 25 – 14 : 40 呼吸リハビリテーション 

国立病院機構 近畿中央呼吸器センター   新谷 亮多 

国立病院機構 近畿中央呼吸器センター 

 リハビリテーション科 理学療法士    大西 幸代 

 

14 : 40 – 14 : 55 休憩 

 

14 : 55 – 15 : 05 自己免疫性肺胞蛋白症に対する GMCSF吸入 

国立病院機構 近畿中央呼吸器センター   滝本 宜之 

 

15 : 05 – 15 : 15 肺胞蛋白症に対する全身麻酔下全肺洗浄 

国立病院機構 近畿中央呼吸器センター   新井 徹 

 

15 : 15 – 15 : 25 患者様からの質問への回答 

国立病院機構 近畿中央呼吸器センター   新井 徹、他 

 

15 : 25 – 15 : 30 閉会の挨拶 

大阪府結核予防会 大阪複十字病院 

国立病院機構 近畿中央呼吸器センター     

                                                         井上 義一 


